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智
〓

と

本

覚

思

想

花

野

充

道

本
覚
思
想
と
は
、
基
本
的
に
は

『大
乗
起
信
論
』
に
説
か
れ
る
思
想

で
あ
る
。
智
〓

は
こ
の
本
覚
思
想
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
で
あ
ろ
う

か
。
智
〓

に
は

『起
信
論
』
の
引
用
例
が

一
箇
所
も
な
い
が
、
地
論
師

の
真
識
縁
起
説
を
批
判
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
論
教
学
の
基
盤
と

な
っ
た

『
起
信
論
』
の
思
想
は
当
然
知

っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
智
〓

は

地
論
教
学

を
批
判
し
て
次

の
よ
う
に
述

べ
る
。

「或
は
言
わ
く
、
阿
黎

耶
は
是
れ
真
識
に
し
て

一
切
法
を
出
だ
す
と
。
…
…
若
し
定
ん
で
性
実

に
執
せ
ば
、
冥
初
は
覚
を
生
じ
、
覚
よ
り
我
心
を
生
ず
る
過
に
堕
せ
ん
」

(『法
華
玄
義
』
六
九
九

c
)。
智
〓

は
地
論
教
学
を
真
識
縁
起
説
と
し
て

批
判
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は

『起
信
論
』
に
説
か
れ
る
真
如
縁
起
説
に

他
な
ら
な

い
。
『起
信
論
』
に
説
か
れ
る
真
如
縁
起
説
は
、
真
如

(真

識

・
真
心
)

に
無
明

(妄
識

・
妄
心
)
が
重
…習
し
て
、
生
滅
の
万
法
を
生

ず
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
智
〓
は
こ
の
よ
う
な
真
如
縁
起
説
を
評
し
て
、

性

(真
如

・
真
識
)
を
実
体
視
し
て
執
着
す
る
の
は
、
根
本
原
質
た
る

冥
初
よ
り
覚
を
生
じ
、
覚
よ
り
我
心
を
生
ず
と
す
る
外
道
の
誤
ち
に
堕

す
、
と
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

智
〓

は

『摩
詞
止
観
』
そ
の
他
に
、
如
来
蔵
思
想
の
説
か
れ
る
堅
慧

造

の

『
宝
性
論
』
(勒
那
摩
提
訳
)
を
引
用
し
て
い
る
の
で
、
如
来
蔵
思

想
は
当
然
知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
智
〓

の
思
想
的
基
盤
は

竜
樹
の
空
思
想
に
あ
り
、
直
接
的
に
は
羅
什
の
諸
法
実
相
の
思
想
を
承

け
て
い
る
の
で
、
如
来
蔵
思
想

の
用
語
も
諸
法
実
相
の
立
場
か
ら
改
変

し
て
用
い
て
い
る
。
『法
華
玄
義
』
に
云
わ
く
、

「実
相

の
体
は
、
た
だ

是
れ

一
法
な
る
の
み
な
れ
ど
も
、
仏
は
種
種
の
名
を
説
く
。
ま
た
妙
有
・

真
善
妙
色

・
実
際

・
畢
寛
空

・
如
如

・
浬
檗

・
虚
空
仏
性

・
如
来
蔵

・

中
実
理
心

・
非
有
非
無

・
中
道
第

一
義
諦

・
微
妙
寂
滅
等
と
名
つ
く
。

無
量
の
異
名
は
、
悉
く
是
れ
実
相
の
別
号
な
り
」
(七
八
二
b
)。
こ
の

よ
う
に
智
〓

は
、
如
来
蔵
を
実
相
の
異
名
と
言

っ
て
い
る
が
、
空
思
想

に
立
脚
し
た
諸
法
実
相
の
思
想
と
如
来
蔵
思
想

は
、
本
来
全
く
別

の
思

想
構
造
を
し
て
い
る
。
そ
の
相
違
を
端
的
に
言

え
ぼ
、
空
思
想

の
場
合

は
、
煩
悩
も
空
、
菩
提
も
空
、
そ
の
意
味

で
煩
悩
即
菩
提
と
な
る
。
と

こ
ろ
が
如
来
蔵
思
想

の
場
合

は
、
煩
悩

は
実
体

の
な
い
虚
妄
な
も

の

(有
為
法
)
で
あ
る
が
、
真
如
は
時
空
の
限
定
を
超
え
た
絶
対
的
な
も
の
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(無
為
法
)
で
あ
る
。
如
来
蔵
と
は
衆
生

の
内
な
る
如
来
の
法
身
を
指
し

て
言
う
言
葉
で
、
衆
生
は
本
来
、
無
為
法
た
る
法
身
を
体
と
し
て
い
る

が
、
有
為
法
た
る
煩
悩
に
覆
わ
れ
て
迷
い
の
状
態
に
あ
る
。
衆
生
の
外

か
ら
や
っ
て
き
た
外
来
者

(客
塵
煩
悩
)
を
取
り
払
え
ぼ
、
内
な
る
法

身
が
顕
わ
れ
て
仏
と
成
る
。
こ
の
よ
う
な
如
来
蔵
思
想
は
、
煩
悩
は
空

で
あ
る
が
、
真
如
や
法
身
は
同
じ
空
で
は
な
い
。
『起
信
論
』
で
は
そ

れ
を

「不
空
」
と
言

っ
て
い
る
。
『
起
信
論
』

の
真
如

・
法
身
は
、
そ

れ
が

一
切

の
妄
念
か
ら
完
全
に
離
脱
し
た
無
分
別
の
世
界
で
あ
る
と
い

う
意
味
で

「如
実
空
」
と
言
わ
れ
る
が
、
常
恒
不
変

に
し
て
無
量
の
性

功
徳
を
本
来
具
足
す
と
い
う
面
を

「如
実
不
空
」
と
も
言

っ
て
い
る
。

智
〓

の
空

(諸
法
実
相
)
思
想
の
立
場
か
ら
す
れ
ぼ
、
真
如

(真
識
)
を

不
空
と
し

て
実
体
視
し
、
そ
の
真
如
よ
り

一
切
法
を
出
だ
す
と
説
く

『起
信
論
』

の
真
如
縁
起
説

(地
論
師
の
真
識
縁
起
説
)
は
、
サ
ー
ン
キ

ヤ
学
派
で
説
く
プ

ラ
ク
リ
テ
ィ
か
ら
世
界
が
展
開
し
た
と
す
る
流
出
説

に
通
ず
る
、
と
批
判
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

智
〓

の
よ
っ
て
立

つ
空
思
想
と
、
『起
信
論
』

の
よ
っ
て
立

つ
如
来

蔵
思
想

の
相

違
を
さ
ら
に
言
え
ば
、
智
〓

の
空
思
想
が
実
相

(法
・理
)

を
中
心
と

す
る
考
え
方
で
あ
る
の
に
対
し
、
如
来
蔵
思
想
は
如
来

(仏
・

智
)
を
中
心
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
智
〓

の

仏
教
は
、

止
観
に
よ
っ
て
煩
悩
即
菩
提
と
い
う
実
相

(円
融
三
諦
の
真

理
)
を
悟
り
、
仏
に
成
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
如
来
蔵
仏
教
は
、
修

行
に
よ
っ
て
煩
悩
を
払
い
、
内
な
る
如
来
を
顕
わ
し
て
仏
に
成
る
こ
と

が
目
的
で
あ
る
。
実
相
は
迷
悟

一
如
、
無
明
即

明
の
真
理
で
あ
る
が
、

如
来
は
転
迷
開
悟
、
無
明
転
明
の
人
格
で
あ
る
。
智
〓

の
四
教
判
か
ら

す
れ
ぼ
、
迷
悟

一
如
、
煩
悩
即
菩
提
が
円
教
で
、
転
迷
開
悟
、
断
煩
悩

証
菩
提
は
別
教

の
範
疇
に
入
る
。
智
〓

が
如
来
蔵
思
想
を
別
教
と
見
て

い
た
こ
と
は
、
『起
信
論
』
の
真
如
縁
起
説

(地
論
師
の
真
識
縁
起
説
)
を

別
教
に
配
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ

る
。

実
相
を
観
ず
る
智
〓

の
仏
教
は
、
真
理
の
絶
対
性

(時
間
的
に
は
本
有

常
住

・
空
間
的
に
は
遍

一
切
処
)
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
が
、
如
来
蔵
を

説
く

『起
信
論
』
の
立
場
は
、
如
来
の
絶
対
性
が
前
提
に
な

っ
て
い
る
。

そ
れ
は
両
者

の
法
身
観
を
見
れ
ぼ
容
易
に
首
肯

で
き
る
。
智
〓

の
場
合

は
、

「い
か
ん
が
三
に
し
て
、

い
か
ん
が
身
な
ら
ん
。
法
報
応
を
こ
れ

三
と
な
し
、
三
種

の
法
聚
の
故
に
身
と
名
つ
く
。
い
わ
ゆ
る
理

の
法
聚

を
法
身
と
名
づ
け
、
智
の
法
聚
を
報
身
と
名
づ
け
、
功
徳

の
法
聚
を
応

身
と
名
つ
く
」
(『金
光
明
経
玄
義
』
三
c
)、
「境
に
就
い
て
法
身
と
為
し
、

智
に
就

い
て
報
身
と
為
し
、
起
用
を
応
身
と
為
す
。
法
身
を
得
る
を

以

っ
て
の
故
に
常
恒
に
不
変
な
り
」
(『摩
詞
止
観
』
八
五

a
)
と
あ
る
よ

う
に
、
法
身
は
理
で
あ
り
、
境
で
あ
っ
て
、
報
身

の
智
や
応
身

の
用
と

明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
法
身
の
理
が
本
有
常
住
で
あ
り
、
遍

一
切

処
で
あ
る
が
故
に
、
法
身

の
理
を
証
得
し
た
報

身
の
智
も
ま
た
常
住
に

し
て
普
遍
で
あ
り
、

一
切
衆
生
に
対
し
て
間
断

な
き
応
身

の
用
を
起

こ

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
智
〓

の
場
合
は
、
法
身
は
時
空

の
限
定

を
超
え
た
絶
対
的
な
真
理
で
あ
り
、実
相
も
中
道

も
そ
の
異
名
で
あ
る
。
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従

っ
て

「諸
法
即
実
相
」
と
い
う
こ
と
は
、
換
言
す
れ
ば

「
一
色

一
香

無
非
中
道

」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
衆
生
に
約

せ
ば

「
一
切
衆
生
無
非

法
身
」
と
な
る
。
法
身
の
理
が
本
有
と
し
て
遍
満
す
る
が
故
に
、

一
切

衆
生
も
法
身

の
当
体
で
あ
り
、
そ
れ
を

「理
即
仏
」
と
言
う
の
で
あ
る
。

智
〓

の
法
身
が
実
相
の
理
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
『起
信
論
』
の
法

身
は
如
来

の
智

で
あ
る
。
如
来

の
智
が
本
有
常
住
で
あ
り
、
遍

一
切
処

で
あ
る
が
故
に
、
衆
生

の
内
に
も
本
来
、
如
来

の
智
を
蔵
す
る
こ
と
に

な
り
、
そ
れ
を
本
覚
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
衆
生
に
本
来
具
わ
る

自
性
清
浄
心
で
あ
り
、
真
如

(法
身
)
で
あ
る
が
、
現
在
は
煩
悩

(無

明
)
に
よ

っ
て
隠
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
衆
生
に
は
、
本
有
と
し
て
悟

り
の
心

(本
覚

・
真
心
・
真
識
)
が
具
わ

っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

現
実
に
は
迷

い
の
心

(妄
心

・
妄
識
)
に
よ
っ
て
不
覚
の
状
態
に
お
か

れ
て
い
る
。
客
塵
た
る
煩
悩
を
修
行
に
よ
っ
て
取
り
払
え
ば
、
本
有
の

悟
り

(本
覚
)
が
顕
わ
れ
る
。
『勝
髭
経
』
に
は
如
来
蔵
を
定
義
し
て
、

「在
纏
位

の
法
身
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
は
衆
生
の
内
に
法
身
を

蔵
す
る

(
本
覚
)
も
、
煩
悩
に
ま
と
わ
れ
て
迷

い
の
う
ち
に
あ
る

(不

覚
)
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
修
行

に
よ
っ
て
内
な
る
法
身

(本
覚
)
を

顕
わ
す
こ
と
を
、
『起
信
論
』
で
は

「始
覚
は
即
ち
本
覚
に
同
ず
」
と

論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

『起
信
論
』

の
本
覚
思
想
は
、
本
有
常
住

・
遍

一
切
処

の
法
身
が
智

で
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
智

は
当
然
、
理
を
悟

っ
た
智
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
理
智
不
二
の
法
身
説
と

言
う
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て

『起
信
論
』
の
三
身
論
は
、
こ
の
法
身

を
根
本

の
仏
身
と
し
て
、
報
身
、
応
身
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
感
受
す

る
行
者

の
機
類

(識
の
種
類
)
に
従

つ
て
報
応

の
二
身
を
区
別
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
智
〓

の
三
身
論
と
対
比
す
れ
ば
、
智
〓

は
本
有
の

理
を
法
身
、
修
得

の
智
を
報
身
、
応
現
の
用
を
応
身
と
す
る
の
に
対
し

て
、
『起
信
論
』
で
は
本
有
の
智

(本
有
の
理
も
含
む
)
を
法
身
、
修
得

の
智

(応
現
の
用
も
含
む
)
を
報
身
、
応
現
の
用
を
応
身
と
し
て
い
る
。

そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
は
た
し
て
本
有

の
智
、
本
有

の
覚
を
ど
の

よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
仏
教
は
本
来
、
キ

リ
ス
ト
教

の
よ
う
な
天
地
創
造
の
絶
対
者
を
認

め
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教

に
お
い
て
は
、
神
の
絶
対
性
に
基
づ
い
て

「は
じ
め
に
神
あ
り
き
」
で

あ
る
が
、
仏
教
に
お
い
て
は
、
法
の
絶
対
性
に
基
づ
い
て

「は
じ
め
に

法
あ
り
き
」

で
あ
る
。
法

(真
理
)
を
悟

っ
た
覚
者
を
仏
と
称
す
る
、

と
い
う
の
が
仏
教
の
基
本
思
想
で
あ
り
、
智
〓

の
仏
教
も
止
観
を
行
じ

て
三
諦
円
融

の
法

(実
相

・
法
身
)
を
証
得
し
、
成
仏
す
る
こ
と
が
目

的
で
あ
る
。
『法
華
玄
義
』
に
云
わ
く
、

「実
相

の
境
は
、
仏

・
天
人

の

作
す
所
に
非
ず
。
本
と
自
ら
之
れ
有
り
て
、
今

に
適
む
る
に
非
ざ
る
な

り
。
故
に
最
も
初
め
に
居
す
。
理
に
迷
う
が
故

に
惑
を
起
こ
し
、
理
を

解
す
る
が
故
に
智
を
生
ず
」
(六
九
八
b
)
、
「諸
仏

の
師
と
す
る
所
な
る

が
故

に
境
妙
と
称
す
。
…
…
境
妙
な
る
を
以

て
の
故

に
、
智
も
ま
た

随

っ
て
妙
な
り
。
法
常
な
る
を
以
て
の
故
に
、
諸
仏
も
ま
た
常
な
り
」

(六
九
七

c
)
。
『
法
華
文
句
』
に
云
わ
く
、

「仏

を
覚
者

・
知
者
と
名
づ
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く
。
…
…
菩
提
樹
下
に
し
て
、
三
十
四
心
に
正
習
倶
に
尽
す
は
、
即
ち

三
蔵

の
仏

の
自
覚
覚
他
な
り
。
(乃
至
)
た
だ
不
可
思
議
に
し
て
虚
空

の

如
き
相
を
示
す
は
、
即
ち
円
仏
の
自
覚
覚
他
な
り
」
(四
c
)、
「報
身
如

来
を
詮
量
す
れ
ば
、
如
如

の
智
を
以
て
如
如
の
境
に
契
う
。
…
…
境
は

既
に
無
量
無
辺
、
常
住
不
滅
な
れ
ぼ
、
智
も
ま
た
是
く
の
如
し
」
(
一
二

八
b
)
、
「法
身
は
当
体
に
不
滅
を
明
か
す
。
報
身

に
不
滅
を
説
く
は
、

必
ず
法
身

に
約
す
。
…
…
応
身
に
不
滅
を
説
く
は
須
ら
く
法
報
に
約
す

べ
し
。
法
報
常
然
な
れ
ば
応
用
絶
え
ず
」
(
一
三
三
b
)。
こ
れ
ら
の
文

か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
諸
仏

の
師
と
す
る
と
こ
ろ
は
法

(境

・
理
)

で
あ
り
、
法
を
悟

っ
た
人
を
仏

(覚
者
)
と
称
す
る
。
法

(法
身
)
が

絶
対

(常
住

・
遍
満
)
で
あ
る
が
故
に
、
そ
の
法
を
証
得
し
た
仏

(報

身
)
も
ま
た
絶
対
で
あ
る
。
智
〓

は
決
し
て

「は
じ
め
か
ら
仏

(報
身
)

あ
り
き
」
と
は
言
わ
な
い
。
法

(理
)

こ
そ
が
本
有
常
住
に
し
て
、
遍

一
切
処

で
あ
り
、
仏

(智
)
は
そ
の
法
と

一
如
に
な
っ
た
が
故
に
常
住

性
と
普
遍
性

を
身
に
具
え
た
、
と
言

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
智
〓

は
、

「境
と
智
と
和
合
す
る
則
ん
ば
因
果
有
り
。
境
を

照
ら
し
て
未
だ
窮
ら
ざ
る
を
因
と
名
づ
け
、源
を
尽
く
す
を
果
と
な
す
」

(『法
華
文
旬
』

一
二
八
a
)
と
論
ず
る
。
そ
し
て
法
華
経
の
本
地
仏

(報

身
)
の
本
因
本
果
を
明
か
し
て
、
「本
因
妙
と
は
、
本
初
に
菩
提
心
を
発

し
、
菩
薩

の
道
を
行
じ
て
、
修
す
る
所
の
因
な
り
。
…
…
本
果
妙
を
明

か
す
と
は
、
本
初

に
行
ず

る
所
の
円
妙

の
因
も
て
、
常
楽
我
浄
を
契
得

し
究
寛
す
る
は
、
乃
ち
是
れ
本
果
な
り
」
(『法
華
玄
義
』
七
六
五
a
)
と

言
う
。
こ
れ
ら
の
文
と
智
〓

の
六
即
義
を
考
え
合

わ
せ
る
と
、
ま
ず
本

有
と
し
て
実
相
の
理
が

一
切
に
遍
満
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で

一
切
衆

生
は
理
と
し
て
法
身

の
当
体
で
あ
る

(理
即
)
。
久
遠

の
本
初
に
菩
提
心

を
起
し
、
菩
薩
の
道
を
行
じ
て
、
実
相
の
理

(境

・
法
身
)
を
究
尽
し

た

一
迷
先
達
の
覚
者

(始
覚

・
究
寛
即
)
が
法
華

経
の
本
地
仏

(報
身
)

で
あ
り
、
已
来
、
三
世
に
亘

っ
て
応
身

の
用
を
垂

れ
て

一
切
衆
生
を
救

済
す
る
。
す
な
わ
ち
智
〓

は
本
有
の
理

(本
理
)
は
認

め
て
い
る
が
、

本
有

の
智
、
本
有

の
覚

(本
覚
思
想
)
は
認
め
て

い
な
い
。
「境
智
合
す

る
時
は
必
ず
因
果
あ
り
」
で
あ
る
か
ら
、
智

(覚
)
は
必
ず
因
を
修
し

て
得
ら
れ
た
修
得
の
智

(始
覚
)
で
あ
る
。
湛
然

が

『止
観
輔
行
伝
弘

決
』

に
、

「当
に
知
る
べ
し
。
身
土
は

一
念
三
千

な
り
。
故
に
成
道

の

時
に
此

の
本
理
に
称
い
て
、

一
身

一
念
法
界
に
遍

し
」
(二
九
五
c
)
と

論
じ
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
智
〓

の
本
有

の
理

(法
身
)
と
修
得

の
智

(報
身
)
の
関
係
を
敷
術
し
て
述

べ
た
も

の
で
あ
る
。

智
〓

は
法
華
経
を
解
釈
す
る
の
に
五
重
玄
義

を
用
い
て
い
る
が
、
そ

の
中
、
「体
」
と
は
諸
法
の
実
相

で
あ
り
、
「宗

」
と
は
仏
の
自
行
の
因

果
で
あ
る
。
『法
華
玄
義
』
に
云
わ
く
、
「仏

の
見
る
所
を
取
り
て
実
相

の
正
体
と
為
す
な
り
」
(六
八
二
c
)
、
「仏
の
自

行
の
因
果
を
以
て
宗
と

為
す
な
り
」
(六
八
三
a
)、
「非
因
非
果
は
是
れ
甚
深
の
理
、
因
果
は
是

れ
甚
深

の
事
な
り
」
(七
九
六

a
)。
法
華
経

の
体
、
す
な
わ
ち
仏
の
証

得
し
た
実
相
は
非
因
非
果
の

「理
」
で
あ
る
か
ら
、

一
切
衆
生
は
理
論

の
上
で
法
身
に
非
ざ
る
は
無
し
で
あ
る
が
、
法
華
経

の
宗
、
す
な
わ
ち
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智
〓

と
本
覚
思
想

(花

野
)

仏

の
因
果
は

「事
」
で
あ
る
か
ら
、
実
相
を
観
ず
る
を
因
と
な
し
、
事

実

の
上
で
法

身
を
証
得
す
る
を
果
と
な
す
。
円
教

の
理
論

(円
理
)
か

ら
す
れ
ぼ
煩
悩
即
菩
提
で
あ
る
が
、
現
実
に
は
断
煩
悩
証
菩
提
の
実
践

と
証
果
が
必
要

で
あ
る

(始
覚
)。
智
〓

の
五
重
玄
義
は
、

「体
」
が
本

有

の
理

(実
相

・
法
身
)、

「宗
」
が
修
得
の
智

(始
覚

・報
身
)
で
あ
る

か
ら
、
『起
信
論
』
に
説
か
れ
る
よ
う
な
本
覚
思
想

(本
有
の
智
)
は
認

め
な

い
。
智
〓

に
よ
る
直
接
的
な
本
覚
思
想
批
判
は
な

い
が
、
因
果
を

説
か
な
い
荘

子

の
自
然
説
に
対
し
て
批
判
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
『摩

詞
止
観
』

に
云
わ
く
、
「荘
子
に
、
貴
賎
、
苦
楽
、
是
非
、
得
失
、
皆

な
そ
れ
自
然
な
り
、
と
云
う
が
如
き
は
、
若
し
自
然
と
言
わ
ぼ
、
こ
れ

果
を
破
さ
ず
。
先
業
を
弁
ぜ
ざ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
こ
れ
は
因
を
破
す
な

り
」
(
一
三
五

a
)。
荘
子
の
自
然
説
は
、
無
為
自
然

の
果
を
認
め
て
、
そ

の

(無
因
有
)
果
の
誤
り
を
破
さ
な
い
。
証
果

へ
の
修
業

の
因
を
説
か

な
い
こ
と
は
、
因
を
破
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
智
〓

の
荘
子
批

判
を
本
覚
思
想
に
あ
て
は
め
れ
ば
、
覚

(智
)
は
あ
く
ま
で
因
を
修
し

て
証
得
さ
れ

る
も

の

(始
覚
)
で
あ
っ
て
、
自
然
の
覚

(本
覚
)
は
認

め
な
い
、
と

い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う

に
智
〓

は
本
覚
思
想
を
認
め
な
い
が
、
そ
れ
は
彼

の
仏
教

が
空
思
想

の
系
譜
に
連
な
っ
て
、
法

の
絶
対
性
か
ら
出
発
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
対
し
て

『起
信
論
』
の
本
覚
思
想
は
如
来
蔵
思
想

の
系
譜

に
連
な
っ
て
、
仏

の
絶
対
性
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
仏
の
絶
対
性
に
基

盤
を
置
い
た
思
想
は
、
そ

の
後
、
日
本
の
空
海
に
お
い
て
さ
ら
に
充
実

発
展
し
、
真
言
密
教
の
教
理
と
し
て
み
ご
と
な
花
を
咲
か
せ
た
。
最
澄

は
得

一
か
ら
仏
の
絶
対
性

(報
身
智
の
常
住
性
)

に
つ
い
て
論
難
を
受

け
、
『起
信
論
』
の
思
想
に
連
な
る
華
厳
教
学

(真
如
随
縁
論
)
を
用

い

て
こ
れ
に
反
駁
し
て
い
る
。
空
海
の
真
言
教
学

に
比
べ
る
時
、
智
〓

の

天
台
教
学
は
確
か
に
仏

の
絶
対
性
や
成
仏
の
速
疾
性
に

つ
い
て
劣

っ
て

い
る
の
で
、
最
澄
は
円
密

一
致
の
立
場
か
ら
、
積
極
的
に
真
言
教
学
を

取
り
入
れ
て
そ
の
弱
点
を
補

っ
た
。
か
く
し
て
結
果
的
に
、
智
〓

が
認

め
な
か
っ
た
本
覚
思
想
が
、
最
澄
に
よ
る
華
厳
教
学
と
真
言
教
学

の
摂

取
を
通
し
て
、
日
本
天
台
に
お
い
て
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
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